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《技術報告》

イムノラジオメトリックアッセイによる

血中βhCG測定法に関する基礎的検討

尾森　春艶＊ 末廣美津子＊ 福地　　稔＊

　要旨　IRMAによる血中β　hCG測定法エルザ・F・βHCG・キットにつきi基礎的検討を行った．本法の

最小検出感度は0．05ng／m1で，インキュベーション時間および温度を変えても標準曲線に対する有意の影

響はなかった．本法に対する交差率はLH　O．13％，　FSH　O．02％，　TSH　O．02％そしてhCG　2．5％であった．

さらにエルザチューブを用いhCG中のαhCGから遊離したβhCGを吸収して同様の検討を行ったとこ

ろ，交差率は0．14％であった．従来のβ　hCG　RJAキットと本法との測定値の比較では，両者はよく相関

（r＝＋0．961）したが，絶対値は，本法で低値（y＝0．35x＋0．26）であった．その他，希釈試験，回収試験，精

度再現性の結果も良好であることから，B．，　F．分離iを必要としない簡便な本法は，よりβ　hCGに特異的な

測定法として臨床的に有用と考えられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学29：709－716，1992）

1．はじめに

　ヒト絨毛性ゴナドトロピン（human　chorionic

gonadotropin，　hCG）の測定は，妊娠の確認，異

常妊娠や絨毛性疾患，とりわけ絨毛性腫瘍の早期

発見や治療方針の決定，さらにその治療効果の評

価などで臨床上意義は大きい．hCGの測定法と

しては，初期には生物学的測定法が利用されたが，

やがて免疫学的測定法に関心が向けられるよう

になり1・2），そして，1965年Wildeら3）によ！1）

hCGのradioimmunoassay（RIA）の確立が報告さ

れた．しかし，hCGはLHと免疫学的に交差性

を有し，実際の測定ではLHの影響を除外できな

かった．hCGはac－subunitとβ一subunitの非共有

結合から成り4～6），α一subunitは他の糖蛋白ホルモ

ンとアミノ酸配列が類似し，とりわけLHのα一

subunitとはきわめて類似の構造である7・8）．一方，
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hCGのβ・subunitは，比較的hCG固有の構造で

あることから，β　hCGのRIAを確立することに

よってhCGを特異的に測定できると期待された9）．

ところが，βhCGもfi　LHと類似のアミノ酸の配

列を有し，唯一，β　hCGのC端から30個のアミ

ノ酸の配列が異なっているだけである．したがっ

て，この部位がhCGとLHの抗原性の差を生じ

させると考えられる．一方，現在まで利用されて

きた二抗体法によるfi　hCG　RIAは，第一抗体の

hCGのβ一subunitに対する親和性が，　intact　hCG

におけるβ一subunitと，αhCGから遊離iしたβ・

subunitとでは異なるため，得られた測定値を評

価する上で問題があった10）・近年，モノクローナ

ル抗体作製技術の進歩に伴い，β　hCGの測定で

もモノクローナル抗体の利用が可能となった．今

回，著者らはよりβ　hCGに特異的なモノクロー

ナル抗体を用い，intact　hCGにおけるβ一subunit

との交差が少なく，αhCGから遊離したβhCGの

みをより特異的に測定できるとされる11）immuno・

radiometric　assay（IRMA）につき，その基礎的検

討を行った．
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II．方法および材料

1．検討キットと測定原理

核医学　　29巻6号（1992）

　検討にはシーアイエスバイオインターナショナ

ルが開発したエルザ・F一βHCG・キットをシーア

イエスダイァグノスティック株式会社から提供を

受け使用した．本法の測定原理はIRMA法で，

測定試験管（エルザチューブ）に固相化されたモノ

クローナル抗体（抗体名FBTI1）と，1251標識抗

体に用いられているモノクローナル抗体（抗体名

FBT10）との2種類のモノクローナル抗体が用い

られている．これら抗体のおのおのの認識部位は

異なり，その認識領域についてもある程度明らか

にされているが，アミノ酸構造上の部位など精細

については不明である．なお，実際の測定はFjg．1

に示す手順で行った．

　2．検討方法および材料

　1）インキュベーション条件

　（1）インキュベーション時間

　キット添付の標準β　hCG溶液を用い，インキ

ュベーション温度を室温（25土1°C）と一定にして，

lncubate　on　a　horizontzl　rotator（200　rPm｝

for　2　hours　at　room　temperature

（4｝Wash　the　tube　3　times　w油3ml　of　washing　solution

lncubate　on　a　horizontal　rotator（200　rpm）

「or　2　hours　at　room　temperature

｛6｝Wash　the　tube　3　times　with　3　ml　of　washing　solution

　　↓

（7）　Count　and　calculate　the　assay　results

　　　　　　（畳）＝Monoctonal　antibody（No．FBTIl｝
　　　　　　（の＝Monoclonal　antibody（No．FBTIO｝

Fig．1　Assay　procedure　of　ELSA・F・βHCG　kit　for

　　　measurement　of　semmβhCG．

インキュベーション時間につき，first　incubation

をおのおの30分，60分，120分，240分と変えた

際のカウント数（cpm）と，　second　incubationを

おのおの60分，120分，240分，360分と変えた

際のカウント数（cpm）につき比較することにより，

本法の標準曲線に及ぼすインキュベーション時間

の影響を検討した．

　（2）インキュベーション温度

　キット添付の標準β　hCG溶液を用い，インキ

ュベーション時間をfirst　incubation　1時間，また

second　incubation　2時間と一定にして，　firstおよ

びsecond　incubationともにおのおの4°C，25°C，

37°Cと変えた際のカウント数（cpm）につき比較

することにより，本法の標準曲線に及ぼすインキ

ュベーション温度の影響を検討した．

　2）最小検出感度

　本法の最小検出感度の検討を目的に，キット添

付の標準β　hCG最小濃度溶液（0．2　ng／ml）を，標

準βhCG　O　ng／ml溶液で，0．1，0．05，0．025，0ng／m～

と段階的に希釈して測定（n＝10）し，測定結果の

平均±標準偏差を求め，Ong／m1との間の有意差

検定（Student’s・t・test）およびMean±2S．D．間の

重なりの有無を指標に検討した．

　3）回収試験

　fi　hCG濃度の異なる3種類の血清試料A（2．3

ng／ml），　B（9．6　ng／ml），　C（14．5　ng／ml）に，5種類

の標準βhCG溶液（0．1，1．0，5．0，12．5，25．O　ng／ml）

を添加した際の回収率につき検討した．

　4）希釈試験

　βhCG濃度の異なる3種類の血清試料A（44．5

ng／m1），　B（21．O　ng／ml），　C（10．1　ng／ml）を用い，

キット添付の標準β　hCG溶液Ong／mlで1：1，

1：2，1：4，1：8，1：16，1：32と段階的に希釈して

測定し得られた測定値を基に評価した．

　5）精度再現性

　再現性の検討を目的に，βhCG濃度の異なる

3種類の血清試料A（1．1n9／m1），　B（4・3n9／m∫），

C（45．5ng／ml）を用い，同一測定内（n＝10），およ

び異なる10回の測定間の再現性をおのおの変動係

数（C．V．）を指標に評価したi
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　6）交差試験

　本法の特異性の検討を，バイオプロダクト社製

のhCG（10，769　ng／m1まで添加），　LH（1，333　ng／m1

まで添加），FSH（3，333　ng／mlまで添加），および

TSH（1，667　ng／mlまで添加）で検討した．なお，

hCGについてはさらにエルザチューブによりα

hCGから遊離したβhCGをあらかじめ吸収して

intact　hCGの形として同様の検討を行った．

　7）β　hCG・キットーCISとの測定値の比較

　同一血清試料76検体を用い，本法とβhCG・

キットーCISとで同時に血中β　hCG値を測定し，

得られた測定値を比較した．

III．結　　果

　1・インキュベーション条件

　1）インキュベーション時間

　First　incubation時間およびsecond　incubation

時間に関する検討結果をTable　1に示す．　Table　1

でも明らかなごとく，C．V．で評価するとfirst　in一

711

cubationで，3．0％から10．7％（平均5・99％），

second　incubationで，3．5％から10．8％（平均

7．44％）となり，incubation時間を変えてもカウ

ント数（cpm）には有意の影響はみられなかった．

　2）インキュベーション温度

　First　incubation温度およびsecond　incubation

温度に関する検討結果をTable　2に示す．　Table　2

でも明らかなごとく，C．V．で評価するとfirst　in－

cubationで1．5％から11．3％（平均5．36％），　second

incubationで1．3％から24．4％（平均8．86％）とな

り，incubation温度を変えてもカウントi数（cpm）

には有意の影響はみられなかった．

　2．最小検出感度

　本法の代表的標準曲線をFig．2に示す．標準

β　hCG溶液0．18　ng／m1から50　ng／mlまで直線性

を示す良好な標準曲線が得られた．最小検出感度

は，有意差検定法で，標準βhCG　O濃度溶液と

0・025ng／m’との間でカウント数（cpm）に有意差

（P＜0．01）を認めた．また，Mean土2S．D．間の重

　　　Table　l　Effect　of　first　and　second　incubation　times　on　standard　curves　of　ELSA・F一βHCG　kit

1）　First　incubation　time

Sample
Incubation　time

0．5hr 1hr 2hrs 4hrs

Mean
（cpm）

S．D．

（cpm）

C．V．

（％）

STD　1（0．18ng／ml）

STD　2（2　ng／ml）

STD　3（10ng／m1）

STD　4（25　ng／m～）

STD　5（50　ng／ml）

　427
　5，664

27，659

66，143

114，815

　426
　6，036

28，864

70，566

124，518

　448
　5，632

29，342

67，780

123，298

　530
　6，189

30，379

69，972

123，738

　458
　5，880

29，061

68，615

121，592

　49
276

1，128

2，036

4，549

10．7

4．7

3．9

3．0

3．7

Serum　A

Serum　B

2，628

39，025

2，734

41，805

2，609

45，501

3，061

46，995

2，758

43，331

209

3，606

／

0
3
7
0
0

2）　Second　incubation　time

Sample
Incubation　time

1hr 2hrs 4hrs 6hrs

Mean
（cpm）

S．D．

（cpm）

C．V．

（％）

STD　1（0．18ng／ml）

STD　2（2　ng／m1）

STD　3（10ng／mt）

STD　4（25　ng／ml）

STD　5（50　ng／ml）

　424
　5，996

30，684

71，530

115，951

　426
　6，036

28，864

70，566

124，518

　347
　5，864

28，912

68，075

123，065

　414
　5，141

24，826

58，595

117，127

　403
　5，759

28，321

67，191

120，165

　37
419

2，480

5，912

4，255

9．2

7．3

8．8

8．8

3．5

Serum　A

Serum　B

2，495

35，980

2，734

41，805

2，613

46，683

2，634

43，823

2，619

42，073

　98
4，528

一

1
0
6

3
（
U

　
1
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　　　　　　　　Table　2　Effect　of　first　and　second　incubation　temperature　on　standard

　　　　　　　　　　　　　　　　curves　of　ELSA・F一βHCG　kit
1）　First　incubation　temperature

Sample
incubation　temperature

4°C 25℃ 37℃

Mean
（cpm）

S．D．

（cpm）

C．V．

（％）

STD　1（0．18ng1】m　1）

STD　2（2　ng／m’）

STD　3（10　ng／ml）

STD　4（2511g／ml）

STD　5（50　ng／ml）

　674
　6，019

29，716

68，731

109，193

　578
　6，384

30，476

69，261

118，428

　636
　6，305

30，486

70，803

116，850

　629
　6，236

30，226

69，598

114，824

　48
192

443

1，077

4，939

7．6

3．1

1．5

1．5

4．3

Serum　A

Serum　B

2，890

35，080

2，721

39，573

3，199

43，991

2，937

39，548

242
4，455

〔
∠

38
1

　
1

2）　Se◎ond　incubation　temperature

Sample
incubation　temperature

4°C 25℃ 37°C

Mean
（cpm）

S．D．

（cpm）

C．V．

（％）

STD　1（0．18ng／ml）

STD　2（2　nglml）

STD　3（10　ng／ml）

STD　4（251191m～）

STD　5（50　ng／ml）

　454
　5，933

30，612

70，871

115，947

　579
　6，384

30，476

69，261

118，428

　741
　5，936

26，514

62，849

115，598

　591
5，904

29，200

67，660

116，658

144

494
2，328

4，244

1，553

24．4

8．4

8．0

6．3

1．3

Serum　A
Serum　B

2，688

37，900

2，721

39，573

2，218

39，720

2，542

39，064 1
1
8
1
2
0

　
L
0
6

1
角
∠

1

200000

n＝IO

l　Mean　・2S・D・

100000　500P・⑭1

　　　　Pく0．01
50000

（
巨
合

㎜　
㎜

｝一
5
0
り

1000

　0．05
0．025

　　β一hCG

500
　0．18　　　　　　　　　　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　10　　　　　　25　　　　50

　　　　　　　β一hCG　Standards｛ng1lnl｝

　Fig．2　Sensitivity　of　ELSA・F一βHCG　kit．

複では，標準βhCG　O　ng／mlと，0．05　ng／m1との

間で重複はみられなかった（Fig．2）．

　3．回収試験

　回収試験の結果をTable　3に示す．平均回収率

は，血清Aで95．3％，血清Bで98．7％，血清C

で100．2％であった．

　4．希釈試験

　希釈試験の結果を，Fig．3に示す．血清A，血

清B，血清Cのいずれも0点に集束する直線が
得られた．

　5．精度再現性

　精度再現性に関する検討結果はTable　4に示す

ごとくで，再現性のC．V．は，同一測定内（n＝10）

が血清Aで5．5％，血清Bで4．0％，血清Cで

2．6％，また異なる10回の測定間が血清Aで9．2％，

血清Bで7．2％，血清Cで3．6％であった．

　6．交差試験

　交差試験の結果をFig．4に示す．この成績を基

におのおのの物質との交差率を求めたところhCG
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Table　3　Recovery　test　ofβhCG　added　to　serum　samples　measured　by　ELSA・F一βHCG　kit

AddedβhCG（ng／ml）

0 0．1 1．0 5．0 12．5

　　　　　Mean
　　　　recovery
25．0　　　（％）

Serum　A

Serum　B

Serum　C

Measured
Recovered

Recovery

Measured
Recovered

Recovery

Measured
Recovered

Recovery

2．3

9、6

14．5

　2．4

　0．1

100．0

　9．7

　0．1

100．0

14．6

　0．1

100．0

　3．1

　0．8

80．0

10．6

　1．0

100．0

15．5

　1．0

100．0

7．1

4．8

96．0

14．2

4．6

92．0

19．3

4．8

96．0

14．8

12．5

100．0

22．1

12．5

100．0

27．3

12．8

102．4

27．4

25．1

100．4

35．0

25．4

101．6

40．2

25．7

102．8

95．3

98．7

100．2

Total　mean　recovery：98．1％

50

き・・

…
i3°

§
§2°

戦

Table　4　1nterassay　and　intraassay　reproducibility　of

　　　　ELSA・F一βHCG　kit
1）　Intraassay　reproducibility

　　　　　　　　　　　　　　C．V．　　　Mean　　　　　　　　S．D．
n 　（ng／m～）（ng／mt）　（％）

Serum　A　　　10

Serum　B　　　10

Serum　C　　　10

1．1

4．3

45．5

0．06

0．17

1．17

5．5

4．0

2．6

2）　Interassay　reproducibility

　　　　　　　　　S．D．　　　Mean
n　　（ng／mの　　（ng／ml）

C．V．

（％）

10 Serum　A

Serum　B

Serum　C

10　　　1．2

10　　　4．3

10　　　44．5

0．11

0．31

1．59

（

∠
ぺ
∠
6

Q
ノ
珂
1
角
3

　　0　　　1：161：8　　　1：4　　　　　　　1：2　　　　　　　　　　　　　　　　1：1
　　　1：32
　　　　　　　　　　Serum　dilution

Fig．3　Dilution　test　of　serumβhCG　measured　by

　　　　ELSA・F一βHCG　kit．

が2．5％，LHが0．13％，　FSHが0．02％，　TSH

が0．02％であった．hCGについては，さらにエ

ルザチューブを用いCt　hCGから遊離したβhCG

を吸収した後にintact　hCGにつき同様の検討を

行ったところ交差率は0．14％であった．

　7．βhCG・キットーCISとの測定値の比較

　本法とβ　hCG・キットーCISとの測定値を比較

した成績をFig．5に示す．両者の間には相関係数

r＝＋0．961，回帰直線y＝0．35x＋0．26と良好な相

関が認められたが，絶対値についてみると本法で

低値であった．

IV．考　　察

　hCGの一次構造が明らかとなるにつれ4・5），尿

素処理により，さらにα一subunitとβ一subunitとに

分離可能となった．ホルモンとしての生物活性を

有するhCG（intact　hCG）は，α一subunitとβ一sub－

unitの非共有結合から成り6），アミノ酸残基は

237個，分子量は約38，000である．hCGのα一

subunitは，　LH，　FSH，　TSHなどの糖蛋白ホル

モンとアミノ酸配列が類似し，とりわけLHの

α一subunitとは，ほとんど同じ構造である7・8）．と

ころが，hCGのβ一subunitは比較的hCG固有の

構造を有するため，β　hCGのRIAを確立するこ

とにより，hCGを特異的に測定できると期待さ

れた9）．しかし，βhCGもfi　LHと類似のアミノ
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Fig．5　Correlation　of　assay　results　between　ELSA・F・

　　　βHCG　kit　and　PhCG　kit－CIS．

酸配列を有し，β　hCGのC端から30個のアミノ

酸配列だけがβhCG固有であることが明らかと

なった．したがって，β　hCGのC端から30個の

アミノ酸に特異的な抗体を用いたRIA系の確立

が待たれていた．近年，モノクローナル抗体作製

技術の進歩普及に伴い，これらの課題に対しても

技術的に対応できるようになった11）．今回，著者

らが検討したIRMAによる血中fi　hCGの測定法

は，チューブ固相化抗体（抗体名FBTl1）と，1251

標識抗体（抗体名FBTIO）とがhCGのβ一subunit

の異なるエピトープを認識するモノクローナル抗

体を用いた測定法である．アミノ酸構造上の部位

など精細な認識部位については不明であるが，認

識領域については1251標識抗体は一般的な抗

hCGが認識するエピトープであり，固相化抗体

はintact・hCGで分子の内側に存在するエピトー

プを認識するとされている．したがって，これら

の抗体を組み合わせることにより，理論的にはα

hCGから遊離したβ　hCGに，より特異的な測定

法を確立することが可能となるため，本法は，

intact　hCGにおけるβ一subunitとは交差がなく，

Ct・hCGから遊離したβhCGをより特異的に測定

するとされている11）．近年，hCGの測定におけ

るαhCGから遊離した血中βhCG濃度測定の

臨床的意義が強調されているが，その点で注目さ

れる測定キットと考えられる．特異性に関する著

者らの検討では，FSH，　TSH，　LHとの交差率は

低いことが確かめられたが，市販のhCGとは交

差率2．5％であった．市販のhCGにはαhCGか
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ら遊離したfi　hCGの混在が推測されたため，さ

らにエルザチューブを用いてあらかじめαhCG

から遊離したfi　hCGを吸収してintact　hCGによ

り近い形にして同様の検討を行ったところ，hCG

との交差率は0．14％と低値であることが確かめ

られた．この成績から，本法がintact　hCGのβ一

subunitとは交差性がきわめて低く，　Ct・hCGから

遊離したβ　hCGをより特異的に測定しているこ

とが示唆された．また，本法とfi　hCG・キットー

CISとの測定値の比較では，両者の間に良好な相

関関係（r＝＋0．961）が認められたが，絶対値につ

いてはy・＝0．35x＋0．26と本法による測定値が低

値となる結果であった．従来用いられてきたβ

hCG・キットーCISの抗体が，　intact　hCGのβ一

subunitと交差性を有し，しかもその親和性は

intact　hCGのβ一subunitとαhCGから遊離した

β　hCGとでは異なる10）ことが指摘されていたこ

とから，βhCG・キットーCISがintact　hCGのβ一

subunitの影響を受けるのに対し，本法ではCt・hCG

から遊離したβ　hCGのみをより特異的に測定し

ているため，測定値に差異を生じさせたものと推

測された．しかし，その確認のためには，エルザ

チューブであらかじめCt　hCGから遊離したβ

hCGを吸収してβ　hCG・キット・CISで測定する

必要があるが，現在，β　hCG・キット・CISは市

販されていないため，検討が不可能であった．近

年，αhCGから遊離した血中β　hCG値を測定す

ることが，精巣腫瘍や絨毛性疾患などのhCG産

生腫瘍の治療効果の評価や鑑別診断，さらには予

後予測などで臨床的意義が大きいことが強調され

ている．その点からも，本法の臨床的意義は大き

いと考えられた．測定法としての本法に関する今

回の著者らの評価でも，従来のβ　hCG　RIAキッ

トに比べB．，F．分離を必要としないため簡便で，

感度，精度に優れた測定法であることが確かめら

れた．測定操作に要する時間も，従来のβ　hCG・

キットーCISが最低25時間必要であったのに対し，

本法では最低4時間でよく，しかも，incubation

時間や温度を変えても得られるカウント数（cpm）

に有意の差が生じなかったことから，一段と安定
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した測定法であることが確認できた．本法の最小

検出感度は有意差検定法で0．025ng／m1であり，

Mean土2S．D．の重複で見ても0．05　ng／m1まで測

定が可能であった．これは従来のfi　hCG・キッ

ト・CISの最小検出感度が0．2　ng／m1であることを

考えるとき，一段と感度に優れた測定法だといえ

る．そのほか，回収試験，希釈試験，精度再現性，

などに関する検討でも満足できる成績が得られ，

本法は測定法に要求される諸条件を満足していた．

ただ，測定原理上の宿命としてhook　effectは避

けられないが，i著者らの今回の検討では3，653

ng／m1以下の濃度では大丈夫であるとの成績を得

た．したがって，本法はβ　hCG，とりわけαhCG

から遊離した血中βhCGの測定法として今後臨

床的に広く活用されるものと思われる．

V．むすび

　IRMAによる血中fi　hCG測定法エルザ・F一β

HCG・キットの基礎的検討を行い以下の成績を

得た．

　1．本法の測定手順は従来のfi　hCG測定法に

比べ一段と簡便迅速で，インキュベーション時間

および温度の変化による影響をほとんど受けなか

った．

　2．特異性の検討ではLH，　FSH，　TSHとの交

差率はきわめて低く，hCGとは交差率2．5％であ

った．さらに，hCG中のCt・hCGから遊離した

β　hCGを吸収した後の検討では交差率は0．14％

となり，本法がβ　hCGにより特異的であると考

えられた．

　3．本法の最小検出感度は，有意差検定法で

0．025ng／ml，　Mean土2S．D．間の重複で0．05　ng／ml

で，従来のfi　hCG測定法に比べて一段と優れて

いた．

　4．本法は回収試験，希釈試験，精度再現性の

検討成績から測定法に要求される諸条件を満足し

ていた．

　5．本法と従来のβ　hCG測定法との測定値の

比較では相関係数r＝：＋0．961と良好な相関が得

られたが，絶対値の比較ではy＝0．35x＋0．26と，
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本法の測定値が低値であった．
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Summary

Fundamental　Evaluation　of　ELSA・F一βHCG　Kit　as　an

Immunoradiometric　Assay　Specific　f（）r　SemmβHCG

Shunen　OMoRI，　Mitsuko　SuEHIRo　and　Minoru　FuKucHI

Delワart〃7θ〃’of」V〃c～ξpar　Medicine，1Zy㎎o　Co〃egeρ／ノし4edici〃θ

　　We　evaluated　ELSA・F一βHCG　kit　as　an　im－

munoradiometric　assay（IRMA）specific　for　serum

βhuman　chorionic　gonadotropin（βhCG）．　This

IRMA　was　found　to　be　highly　sensitive　to　serum

βhCG；the　minimum　detectable　concentration　of

βhCG　was　O．05　ng／ml．　No　significant　effects　on　the

standard　curves　were　observed　when　first　and

second　incubation　time　and　temperature　were

varied　from　30　min　to　240　min　and　from　4°C　to

37°C，respectively．　Commercial　LH，　FSH，　and

TSH　had　little　effect　on　the　assay　system；the

cross－reactivity　of　commercial　hCG　was　2．5％，　and

O．14％after　unconjugatedβhCG　withα一subunit

was　absorbed　with　ELSA－tube．　Multiple　dilutions

of　sera　of　pregnancy　resulted　in　curves　paralleling

that　obtained　using　standardβhCG；the　recovery

ofβhCG　added　to　the　serum　was　98．1士2．5％

（mean±SD），　and　mean　coe箭cient　of　variation　of

the　interassay　reproducibility　of　serumβhCG

（n＝10）was　6．7±2．8（SD）％．　SerumβhCG　con－

centration　measured　using　ELSA・F一βHCG　kit

was　well　correlated　with　that　measured　using

conventional　fihCG　RIA　kit（r＝十〇．961，p〈0．01），

although　values　were　lower　than　those　measured

with　the　latter（y＝0．35x十〇．26）．　Our　results　sug－

gest　that　ELSA・F・・βHCG　kit　is　a　useful　assay

system　for　serum　6hCG．

　Key　words：

body．

βhCG，　IRMA，　Monoclonal　anti一
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